
日本地すべり学会 研究調査部 研究委員会 年次活動報告書（平成 30～令和元年度） 

 

報告者：笹原克夫 （令和 2年 5月 25日） 

項 目 内 容 

委員会名 斜面動態モニタリングデータに基づく崩壊発生予測研究委員会 

委員名 

（代表）：笹原克夫（高知大学） 

飯島功一郎（国際航業）、伊藤和也（東京都市大）、伊藤真一（鹿児島大）、岩田直樹（中

電技術 C）、内村太郎（埼玉大）、王林（中央開発）、大類光平（国土防災技術）、小田和

広（大阪産大）、落合博貴（日本森林技術協会）、小野田敏（アジア航測）、神原規也（エ

イト日技）、小泉圭吾（阪大）、後藤聡（山梨大）、土佐信一（国土防災技術）、南雲政博

（国土防災技術）、西條敦志（曙ブレーキ）、ネトラ プラカシュ バンダリ（愛媛大）、

平岡伸隆（安衛研）、福原誠（中央開発）、藤本将光（立命館大）、藤元亮（日本工営）、

船井孝誠（相愛）、若井明彦（群馬大）、渡邉聡（復建調査設計） 
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委員会 平成 30年 8月 6日（参加者：19名） 於 国土防災技術本社 

 ・斜面動態モニタリングに関する技術開発の方向性（紹介） 

 ・モニタリングデータに基づく既存の崩壊発生予測手法のレビュー 

 ・今後の進め方（添付資料） 

委員会 平成 30年 12月 11日（参加者：19名） 於 国土防災技術本社 

 ・研究紹介 

 ・各Ｇからの進捗状況の報告 

委員会 平成 31年 3月 7日（参加者 18名）） 於 国土防災技術本社 

 ・研究紹介 

 ・各Ｇからの進捗状況の報告 

 

 その他各Ｇで研究活動や打ち合わせを個別に展開した。 

 

令 

和 

元 

年 

度 

の 

主 

な 

活 

動 

 

 

 

 

 

委員会は開催せず、各Ｇ毎に研究活動と打ち合わせを展開した。 
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委員会 3回開催予定 

 各Ｇでの研究活動を展開の予定 

 

 


